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米国では、電力発電のエネルギー源にもシェールガス（天然ガス）を活用する動きが
活発化しています。

米エネルギー情報局（ＥＩＡ）によると、２０１４年の米国の総発電量に占めるエネ
ルギー源別の割合は、石炭が約４１％、天然ガスが約２6％と見込まれていますが、
２０３５年には天然ガスが石炭を上回ると予測されています。「シェール革命」により
シェールガスの産出量が増加することに加え、米国環境保護局（ＥＰＡ）が６月に発表
した既存発電所に対する二酸化炭素（ＣＯ2 ）の排出規制案が後押する格好です。特に石
炭火力発電所のＣＯ2排出量は多いため、老朽化した石炭火力発電所を廃止にし、天然ガ
ス発電所を新設していくという動き（“Coal to Gas”（石炭からガスへ）と呼ばれて
います。）が全米各地で加速しています。電力発電はＣＯ2排出量において米国最大の産
業であり、こうした流れは、温暖化対策にとっても大きな前進となっています。

更に、電力発電におけるエネルギー源の転換は、米国だけではありません。日本そし
てアジアなどの新興国でも天然ガスによる発電を増加させる計画が持ち上がっており、
世界の天然ガス需要は、今後も成長が期待されています。
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電力も石炭から天然ガスへ。進む米国のエネルギー転換

米国における発電源のシェア
2014年（予測） 2035年（予測）

石炭と天然ガスの
シェアが逆転！

（出所）ＥＩＡ

世界のエネルギー需要の伸び（予測）

（単位：Mtoe*）

（出所）ＥＩＡ
*1単位当たり石油100万トンに相当するエネルギーを意味しま
す。

これからは天然ガスと
再生可能エネルギーの

需要が伸びる
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■石炭 ■天然ガス ■原子力
■再生可能エネルギー ■石油ほか


